








要約 神経芽細胞腫のマス・スクリーニングが全国的な規模で実施され、すでに年間 100

例を越える症例が診断されてその殆どが救命されている。このような趨勢で本症による死

亡数が減少しているかどうか、昨年に続いて厚生省統計情報部に保管の死亡票により検討

した。その結果平成元年度の 1-4 歳では同年齢小児10 万に対する死亡率は 0.86で昭和 63

年の 0.77 に比して若干上昇したがなおマス・スクリーニングの普及する以前に比較すると

減少していた。ほかの年齢では殆ど変化はなかった。 

小児がん登録では、神経芽細胞腫の登録例が年々増加している。その増加は 0歳児の増加

であって、マス・スクリーニングによる症例の増加による因子が大きい。登録率のもっと

も高い北海道などでの登録から罹患率を算出し全国の推定罹患数を算出すると我が国では

昭和 63 年に年間約 227 例の神経芽細胞腫が発生したと考えられる。一方この年の実際の登

録例は 203例なので推定発生数を越えてはいない。登録例の増加は従来低かった登録率が

上昇したためと考えられる。しかし登録率は従来どおり低くて、マス・スクリーニングに

よって新しい病型の神経芽細胞腫が加わったとも考えられる。本症の年長児例が今後減少

してくるかどうかがこれらの疑問を解く鍵と考えられる。 


